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施設数 2,804人 6,660人 9,903人 12,902人 32,269人
157 2,344人 5,546人 8,873人 16,763人
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「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」
北九州市　子ども・子育て支援事業計画　（令和２年度実績）
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◎実績に対する評価、課題及び改善策◎

資料７

《評価》
●利用希望について

計画（Ａ）と実績（Ｂ）の差について、１～２歳児は０．１％（８人）、３～５歳児は、保育：４．４％（４１８人）・学校教育：０．０％（２人）と、

概ね計画どおりなっているが、０歳児については、計画（Ａ）と実績（Ｂ）に１８．３％（５７９人）の差が生じている。

●提供体制について
・実績（Ｂ）は、いずれの年齢区分においても、計画（Ａ）の約９０％を充足しており、概ね目標を達成できたと考えている。

・なお不足分（保育）については、令和２年度では、認定こども園や保育所の老朽改築等の新たな整備を完了し、既に１０８人分受け皿を拡大し

受け入れを行っている。

《課題及び改善策》
・第３次計画（令和２～６年度）では、より実態に即した計画となるよう、第２次計画の実績から推計した認定区分ごとの各年度の利用意向率に

今後の推計児童数を乗じて必要量を見込んだため、計画（Ａ）と実績（Ｂ）の差が縮小した。

・待機児童解消のためには、施設整備という受け皿づくりだけでなく、担い手となる保育士の確保も必要である。そこで、潜在保育士の就職支援

や、保育士の雇用の安定に資するため、処遇改善や「北九州市保育士・保育所支援センター」の運営を引き続き実施し、待機児童の継続的な解

消に向けた取り組みを進める。


